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平成２７年７月１日

発　　行

7 月 1 日現在の会員数 　1,140 名

支
援
事
業
の
具
体
的
な
方
向
性
を

定
め
、「
経
営
発
達
支
援
計
画
」
を

策
定
し
、
経
済
産
業
大
臣
の
認
定
を

受
け
る
べ
く
申
請
を
し
て
い
る
事

の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
員
事

業
者
に
寄
り
添
い
、
伴
走
型
の
商
工

会
を
目
指
し
、
決
意
を
新
た
に
し
て

い
る
と
の
宣
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
は
基
準
組
織
率
確
保
の

た
め
、
会
員
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
、
役
員
・
総
代
・
会
員
・
職

員
一
丸
と
な
っ
て
の
取
組
み
の
結

果
、
期
中
七
十
二
名
の
新
規
加
入
に

よ
り
、
目
標
を
達
成
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

ま
た
、
自
己
財
源
確
保
策
と
し
て
の
共
済
事
業
に
於
い
て
、
商
工

貯
蓄
共
済
三
百
十
三
口
（
達
成
率
１
２
５
％
）
の
新
規
加
入
を
頂
き
、

県
下
三
十
四
商
工
会
中
第
二
位
と
な
り
、
目
標
を
達
成
す
る
事
が
出

来
た
こ
と
を
力
強
く
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
終
了
後
、
今
回
の
役
員
改
選
に
よ
り
退
任
さ
れ
た
木
戸
副
会

長
、
田
邊
理
事
、
松
本
理
事
、
沖
田
理
事
の
四
名
の
方
々
に
対
し
、

永
年
に
わ
た
り
副
会
長
、
理
事
と
し
て
高
陽
町
商
工
会
の
発
展
に
多

大
な
貢
献
を
頂
い
た
功
績
を
称
え
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
総
代
会
に
参
加
頂
い
た
総
代
数
は
八
十
二
名
。
総
代
会
終

了
後
、
懇
親
会
に
移
り
、
来
賓
及
び
六
名
の
議
員
を
迎
え
、
木
戸
経

康
副
会
長
の
乾
杯
の
発
声
に
よ
り
開
宴
し
ま
し
た
。
石
飛
太
士
理
事

の
司
会
の
下
、新
旧
総
代
と
、本
日
来
賓
と
し
て
ご
出
席
頂
い
た
方
々

を
交
え
て
の
懇
親
会
は
、
活
発
に
情
報
交
換
が
行
わ
れ
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
と
て
も
盛
り
上
が
っ
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
は

佐
藤
誠
治
新
副
会
長
の
中
締
め
で
懇
親
会
が
閉
会
し
、
当
日
予
定
し

た
全
て
の
行
事
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

記
事
　
事
務
局
長
　
増
田 

隆
文

平
成
二
十
七
年
度 

『
第
五
十
五

回
通
常
総
代
会
』
を
、
去
る
五
月

二
十
一
日
（
木
）
午
後
六
時
三
十

分
よ
り
高
陽
町
商
工
会
館
二
階

ホ
ー
ル
に
て
、
日
本
政
策
金
融
公

庫
広
島
支
店 

支
店
長 

岸
本
英
司

氏
、
広
島
県 

商
工
会
連
合
会
専
務

理
事 

山
本
敏
昭
氏
の
お
二
方
の
来

賓
を
賜
わ
り
開
催
致
し
ま
し
た
。

総
代
会
は
、
水
口
弘
士
理
事
を

議
長
に
選
任
し
て
議
事
が
進
め
ら

れ
、
平
成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
・

同
収
支
決
算
書
、
貸
借
対
照
表
及

び
財
産
目
録
の
報
告
と
承
認
を
得

て
、
平
成
二
十
七
年
度
の
事
業
計

画
・
収
支
予
算
案
、
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
の
件
が
原
案
通
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

大
下
会
長
よ
り
『
高
陽
町
商
工

会
』
は
平
成
二
十
五
年
度
よ
り
長

期
行
動
計
画
と
し
て
「
商
工
会
運

営
理
念
」
及
び
中
期
目
標
と
し
て

五
年
後
の
「
地
域
の
あ
る
べ
き
姿
」

「
地
域
内
商
工
業
者
の
あ
る
べ
き

姿
」
を
掲
げ
事
業
を
着
実
に
推
進

し
て
来
た
事
の
報
告
が
行
わ
れ
る

と
と
も
に
、
本
年
度
は
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
平
成
二
十
六
年
六
月
の
小
規
模
基
本
法
の
改
正
に
基

づ
き
、
管
内
小
規
模
事
業
者
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
行
う
べ
き

総
務
委
員
会
報
告
　
　	

	
	

	
	

	
	

　
　
　
総
務
委
員
会
委
員
長
　
大
前 

清
治

第
五
十
五
回
総
代
会
開
催

平
成
二
十
七
年
度



会長　大下　秀明
編集責任　広報委員会（委員長 石飛 太士）

第84号

倉掛・亀崎

真亀・落合東口田東

口田東

口　田

白　木

青年部女性部

地 区 定 数 新役員氏名 定　数 新　総　代　氏　名
狩小川　　3 新村　正則 12 新村　正則 滝口　恒明 朝原　健三

小野　慎治 宮田　昌明 田上　克彦 新本　清志
宮田　昌明  葉畑　伸一 松井　次男 小川　正富

柚川　耕三 小野　慎治 金谷　幸一
深　川　　4 大下　秀明 15 岩田　輝彦 大下　秀明 前田　剛

水口　弘士 高木　宏樹 川西　智子 桑迫　豊三
向井　文武 　 伊藤　明美 水口　弘士 向井　文武
矢舗　遊也 平田ミチエ 山本　伸一 細沖　秀文

矢舗　遊也 蔵本　泰靖 立川　望
倉掛 亀 崎　3
 

丸山　   修 11 丸山　　修 大瀬戸  惇 藤堂　邦夫
大瀬戸　惇 　 西脇　　篤 竹岡　義信 白形　光泰
中野　逸人 　 佐々木　守 竹内　清純 藤田　　 勝

　 下石　洋平 中野　逸人
真　亀　　3 坂戸　　透 13 沖田　龍一 沖　　詳夫 高西　太志
落合東　　 亀井　新次 松下　　仁 糸井健太郎 亀井　新次

松下　　仁 　 田中　　宏 坂戸　　透 富永　敏弘
新川　一良 勝武　征男 木原　淳

　 奥田　良彦
落　合　　2
　

大前　清治 7 池本　年文 大前　清治 岡田　廣治
池本　年文 加藤　義都 小倉　武 見藤　敏晴

　 　 平本　光由

地 区 定 数 新役員氏名 定　数 新　総　代　氏　名
口田東　　4 今田　正志 13 後藤　和彦 生田　義信 伊藤　敏雄

生田　義信 今田　正志 米澤誠一郎 江川　卓也
髙木　和夫 　 髙木　和夫 佐藤　誠治 佐藤　隆行
佐藤　誠治 今田十三雄 小西　忍子 岡田　　毅

山本　義弘
口　田　　3 上田　英三 12 竹下　達矢 上田　英三 満井　宏昭

山本　靖則 越智　兼光 川原　欽司 田邊　明利
吉井　俊治 　 大上免十三郎 宮川　和正 吉井　俊治

藤原八十生 田浦　正剛 山本　靖則
白木町　　4 髙地　弘美 15 髙地　弘美 畠山　重識 三木　清森

石飛　太士 石飛　太士 平岡　俊志 山本　　保
永井　拓也 奥﨑　正三 小原　和俊 加藤　厚彦
佐々木敏哉 永井　拓也 佐々木章文 山縣　昭二

佐々木敏哉 楢﨑　則明 向井　正二
青年部　　1 江川　卓也 1 山田　健次
女性部　　1 大瀬戸紫苑子 1 大瀬戸紫苑子

合　計　　28 100

　役員選出の流れ（任期三年）

総代98名を選出

各地区集会
（原則小学校単位 小学区の場合複数集約）

役員26名を選出

総代会にて
総代98名の中から

青年部・女性部 各 1名 青年部・女性部 各 1名

総代100名選出 役員28名選出

会長、副会長2名
監事2名
理事23名決定

役員28名で構成
役 員  会

深　川

狩　小　川 落　合

各地区から選任された役員の顔ぶれ

理事 部長
江川　卓也

副会長
佐藤　誠治

理事
今田　正志

総代及び役員名簿

会長
大下　秀明

理事
吉井　俊治

副会長
髙地　弘美

理事
新村　正則

理事
小野　慎治

理事
宮田　昌明

理事 まちづくり委員長
水口　弘士

理事
矢舗　遊也

理事
丸山　　修

理事
大瀬戸　惇

理事
中野　逸人

理事
坂戸　　透

理事
亀井　新次

理事 総務委員長
大前　清治

理事 商業部部長
池本　年文

理事
生田　義信

理事
髙木　和夫

理事 工業部部長
山本　靖則

理事 広報委員長
石飛　太士

理事
永井　拓也

理事
佐々木敏哉

理事
松下　　仁

理事 部長
大瀬戸紫苑子

監事
向井　文武

監事
上田　英三
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こ
の
度
、
高
陽
町
商
工
会
会

長
に
就
任
さ
せ
て
頂
く
事
と
な

り
ま
し
た
。
今
期
二
期
目
の
会

長
職
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
に
あ

た
り
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
一
杯
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
高
陽
町
商
工
会
は
平
成
二
十
五
年
度
よ
り
長
期
行

動
計
画
と
し
て
「
商
工
会
運
営
理
念
」
及
び
中
期
目
標
と
し

て
五
年
後
の
「
地
域
の
あ
る
べ
き
姿
」「
地
域
内
商
工
業
者

の
あ
る
べ
き
姿
」
を
掲
げ
事
業
を
推
進
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
平
成
二
十
六
年
六
月

の
小
規
模
基
本
法
の
改
正
に
基
づ
き
、
管
内
小
規
模
事
業
者

の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
行
う
べ
き
支
援
事
業
の
具
体
的

な
方
向
性
を
定
め
、「
経
営
発
達
支
援
計
画
」
を
策
定
し
、

経
済
産
業
大
臣
に
認
定
申
請
し
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。

常
に
会
員
事
業
者
に
寄
り
添
い
、
伴
走
型
の
商
工
会
を
目

指
し
、
役
職
員
一
同
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

「
会
員
の
、会
員
に
よ
る
、会
員
の
た
め
の
高
陽
町
商
工
会
」

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
小
規
模
事
業
者
を
育
成
支
援
し
、
競
争

力
を
高
め
て
行
く
事
が
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
と
い
う
信

念
の
下
、
高
陽
町
商
工
会
は
地
域
小
規
模
事
業
者
の
最
も
身

近
な
支
援
機
関
と
し
て
、
今
後
と
も
そ
の
使
命
を
果
た
し
て

行
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
会
員
の
皆
様
の
ご

支
援
、
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ご 

挨 

拶

高
陽
町
商
工
会
会
長

　
　
大
　
下
　
秀
　
明

平成26年度
決算項目別金額・比率（グラフ） 高陽町商工会組織図
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主
張
発
表
大
会

五
月
二
十
九
日
に

広
島
県
商
工
会
青
年

部
連
合
会
の
主
張
発

表
大
会
広
島
ブ
ロ
ッ

ク
予
選
会
が
、
沼

田
町
商
工
会
で
開
催

さ
れ
、
高
陽
町
商
工

会
か
ら
は
私
が
代
表

で
出
場
し
、
各
商
工

会
よ
り
一
名
の
計
五

名
が
予
選
会
に
出
場

し
、
予
選
会
を
戦
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、

高
陽
町
商
工
会
と
広

島
安
佐
商
工
会
が
予

選
会
を
突
破
し
、
六

月
十
六
日
に
行
わ
れ
た
芸
北
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会
に
出
場
し
ま

し
た
。

芸
北
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会
に
は
高
陽
町
商
工
会
一
名
、
広
島

安
佐
商
工
会
一
名
、
北
広
島
町
商
工
会
二
名
安
芸
高
田
市
商

工
会
よ
り
二
名
の
計
六
名
が
出
場
し
、
芸
北
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

は
広
島
安
佐
商
工
会
の
竹
本
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
県
大
会
出

場
と
な
り
ま
し
た
。

竹
本
さ
ん
の
発
表
は
、
話
の
構
成
及
び
発
表
時
の
表
現
力

が
優
れ
て
お
り
、
素
晴
ら
し
い
内
容
の
発
表
に
、
聴
い
て
い

る
私
も
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

来
年
は
高
陽
町
商
工
会
か
ら
全
国
大
会
に
出
場
出
来
る
よ

う
主
張
発
表
の
内
容
に
つ
い
て
の
完
成
度
を
上
げ
、
挑
戦
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

記
事
　
青
年
部
部
長
　
江
川
　
卓
也

青
年
部
報
告
　
　
　 

青
年
部
部
長
　
江
川
　
卓
也

青
年
部
総
会
開
催

　

四
月
二
十
日
、
第

四
十
六
回
青
年
部
通

常
総
会
を
行
い
ま
し

た
。
二
十
六
年
度
事

業
報
告
収
支
決
算
、

二
十
七
年
度
事
業
計

画
、
収
支
予
算
案
、

後
任
役
員
選
任
を
慎

重
審
議
し
全
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
新
役

員
に
は
部
長 

江
川

氏
、
副
部
長 

平
岡
、

下
石
、
矢
舗
の
三
氏
。

こ
の
四
名
で
二
十
七

年
度
か
ら
青
年
部
を

盛
り
上
げ
て
い
き
ま

す
。
新
し
い
事
業
も

新
部
長
か
ら
発
表
さ

れ
こ
れ
か
ら
の
青
年

部
が
楽
し
み
で
す
。

　

三
年
間
青
年
部
部
長
と
し
て
人
づ
く
り
を
中
心
に
や
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
青
年
部
活
動
を
通
じ
て
得
た
こ
と
は
、
広

島
県
や
県
外
青
年
部
の
仲
間
と
の
交
流
を
で
き
た
こ
と
が
一

番
で
し
た
。
こ
の
一
年
は
青
年
部
顧
問
と
し
て
青
年
部
を
見

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
商
工
会
会
員
の
皆
様
、
部

員
増
強
な
ど
お
世
話
に
な
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
青
年
部
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
記
事
　
青
年
部
顧
問
　
松
下  

　  

仁

　
視
察
研
修
旅
行

　

平
成
二
十
七
年

度
の
視
察
研
修
旅

行
と
し
て
六
月
六

日
・
七
日
で
福
岡

方
面
へ
参
加
者

十
六
名
で
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
昼
食
を

唐
戸
市
場
で
各
自

好
き
な
お
寿
司
や

海
鮮
丼
を
食
べ
、

同
日
Ａ
Ｋ
Ｂ
選
挙

が
行
わ
れ
た
ヤ
フ

オ
ク
ド
ー
ム
を
見
に
行
き
（
選
挙
は
全
く
見
て
い
ま
せ
ん

が
・
・
・
）
太
宰
府
へ
。
み
ん
な
太
宰
府
天
満
宮
で
は
、
家

族
の
為
に
祈
願
を
し
た
り
、
お
守
り
を
買
っ
た
り
し
て
い
ま

し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
水
炊
き
を
食
べ
な
が
ら
会
員
の
絆
が
よ
り

一
層
深
ま
る
親
睦
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

二
日
目
は
、
朝
一
番
に
大
刀
洗
平
和
記
念
館
へ
行
き
、
大

刀
洗
飛
行
場
や
特
攻
隊
の
事
を
学
び
ま
し
た
が
、
展
示
物
や

遺
書
な
ど
を
見
て
い
る
と
、
か
な
り
衝
撃
で
、
特
に
子
供
た

ち
が
犠
牲
に
な
っ
た
事
な
ど
を
見
て
い
る
と
自
分
の
子
供
に

置
き
換
え
て
し
ま
い
、
涙
が
出
そ
う
で
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
水
が
き
れ
い
な
日
田
に
あ
る
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー

ル
工
場
見
学
、
い
い
ち
こ
工
場
の
見
学
を
し
、
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。

　

こ
の
旅
行
で
私
は
、
青
年
部
の
役
員
を
退
き
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
新
役
員
の
も
と
で
青
年
部
活
動
に
尽
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

記
事
　
青
年
部
　
上
田
　
晃
三
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女
性
部
報
告 

　
　
女
性
部
部
長
　
大
瀬
戸 

紫
苑
子

　

平
成
二
十
七
年
度
女
性
部
通
常
総
会
開
催

高
陽
町
商
工
会
女
性

部
（
部
員
一
一
四
名
）
で

は
、四
月
二
十
七
日
（
月
）、

高
陽
町
商
工
会
館
二
階
講

習
会
室
に
お
い
て
、
平
成

二
十
七
年
度
第
四
十
六
回

通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
部
員
八
十
名

（
本
人
出
席
五
十
八
名
、
委

任
状
出
席
二
十
二
名
）
の

出
席
の
も
と
、
提
案
さ
れ

た
三
つ
の
議
案
を
審
議
し

ま
し
た
。
第
一
号
議
案
平

成
二
十
六
年
度
事
業
報
告

書
・
同
収
支
決
算
等
の
承

認
に
つ
い
て
、
第
二
号
議

案
平
成
二
十
七
年
度
事
業

計
画
書
（
案
）・
同
収
支

予
算
書
（
案
）
の
承
認
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
新
年

度
事
業
が
正
式
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
第

三
号
議
案
常
任
委
員
及
び
監
査
委
員
の
定
数
変
更
並
び
に
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
つ
い
て
で
は
、
監
査
委
員
を
三

名
か
ら
二
名
へ
、
常
任
委
員
を
九
名
か
ら
十
名
へ
そ
れ
ぞ
れ

改
正
し
事
業
実
施
体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
新
役

員
に
は
私
、
大
瀬
戸
が
再
任
さ
れ
た
ほ
か
、
三
名
の
副
部
長

も
再
任
さ
れ
、
そ
の
他
役
員
の
殆
ど
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
「
楽
し

く
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、
自
己
研
鑽
に
部

員
相
互
の
親
睦
に
、
そ

し
て
地
域
活
性
化
に
引

き
続
き
取
り
組
む
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。　

当
日
会
場
で
は
、
部

員
の
皆
さ
ん
が
手
芸
教

室
に
お
い
て
制
作
さ
れ

た
作
品
を
展
示
し
た
ほ

か
、
総
会
終
了
後
は
、

真
剣
な
協
議
か
ら
一

転
、
部
員
交
流
の
場
と

し
て
に
ぎ
や
か
に
懇
親

会
が
行
わ
れ
、「
楽
し
く
」
の
テ
ー
マ
通
り
親
睦
が
図
ら
れ

ま
し
た
。

新
役
員
名
簿

部　
　

長　

大
瀬
戸
紫
苑
子
（
再
）

副 

部 

長　

平
田
ミ
チ
エ
（
再
）・
原
田
美
佐
子
（
再
）

　
　
　
　
　

赤
﨑
公
美
子
（
再
）

常
任
委
員　

木
戸　

貞
子
（
再
）・
平
岡
マ
チ
子
（
再
）

	

榎
並
紀
美
子
（
再
）・
新
谷　

光
枝
（
再
）

	

青
山　

清
子
（
再
）・
金
野　

慶
子
（
再
）

	

岸　
　

恭
子
（
再
）・
小
西　

忍
子
（
監
査
か
ら
）

	

吉
岡
美
紀
枝
（
監
査
か
ら
）・
葉
畑　

静
子
（
新
）

監
査
委
員　

佐
々
木
清
子
（
再
）・
江
川　

慶
子
（
新
）

　
　
　
　

      

以
上
十
六
名
（
敬
称
略
）

記
事
　
女
性
部
長
　
大
瀬
戸
　
紫
苑
子

平
成
二
十
七
年
度
親
睦
事
業

　
劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
美
女
と
野
獣
」
を
鑑
賞
！

高
陽
町
商
工
会
女
性
部
で
は
、

五
月
二
十
四
日
（
日
）
上
野
学

園
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
美

女
と
野
獣
」
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

広
島
市
で
の
劇
団
四
季
の
公

演
は
、
二
〇
一
二
年
十
二
月

キ
ャ
ッ
ツ
以
来
二
年
ぶ
り
の
公

演
で
す
。
当
初
三
十
名
を
目
標

に
受
付
を
行
い
ま
し
た
が
、
二
日

間
で
三
十
名
の
席
が
埋
ま
り
急
遽

十
席
を
追
加
す
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ

り
で
す
。
最
終
的
に
四
十
名
の
参

加
に
な
り
ま
し
た
。

美
女
と
野
獣
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー

の
絵
本
な
ど
で
よ
く
知
ら
れ
る
ス

ト
ー
リ
ー
。
可
愛
く
て
き
れ
い

な
キ
ャ
ス
ト
が
歌
っ
て
踊
っ
て
、

時
々
笑
わ
せ
て
く
れ
ま
す
。
心

と
き
め
く
夢
の
世
界
へ
引
き
込
ま

れ
、
三
時
間
半
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
行
き
ま
し
た
。

当
日
の
キ
ャ
ス
ト
、
バ
ベ
ッ
ト
役
に
は
、
広
島
市
南
区
出

身
の
小
川
美
緒
さ
ん
が
担
当
さ
れ
て
い
て
よ
り
身
近
に
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
女
性
部
は
、こ
れ
か
ら
も
、「
楽
し
く
」を
モ
ッ
ト
ー

に
活
動
し
て
参
り
ま
す
。
こ
ん
な
楽
し
い
女
性
部
へ
入
会
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

記
事
　
女
性
部
副
部
長
　
平
田
　
ミ
チ
エ
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ご入会ありがとうござい
ます。おかげ様で新しい仲間が増えました !!

事
務
局
報
告
　	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	

　
　
　
事
務
局
長
　
増
田
　
隆
文

　
新
任
ご
挨
拶
　
　

こ
の
度
、
本
年
四
月
一
日
付
で
指
導
員
と
し
て
高

陽
町
商
工
会
に
赴
任
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

広
島
県
商
工
会
連
合
会
で
商
工
会
推
奨
の
経
理
ソ

フ
ト
、「
ネ
ッ
ト
de
記
帳
」
の
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
業
務

に
従
事
し
て
お
り
ま
し
た
。
新
し
い
フ
ィ
ー
ル
ド
で
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ

け
る
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

指
導
員
と
し
て
は
未
熟
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
会
員
の
皆
様
の
ご
期
待
に

添
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
日
々
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
原
指
導
員
の
転
任
に
伴
い
落
合
・
口
田
・
上
深
川
地
区
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
前
任
者
同
様
、
格
別
の
ご
指
導
・

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

経
営
指
導
員
　
田
窪
　
　 

尊

事　業　所　名 代 　 表 　 者 地 区 名 業　　　　　種
グローバライズ 中　 原　 大　 輔 落 合 軽貨物運送事業
野々内あんざん・そろばんスクール 野々内　由香利 落 合 東 珠算塾
アイ・ナーシング㈱ 仲　 重　 孝 由 樹 落 合 東 訪問看護事業
㈱コウセイ 春　 川　 知　 弘 口 田 機械器具卸売業
㈱ナビコーポレーション 金　 澤　　　 功 落 合 東 不動産業
㈲ベルビー 木　 原　 一　 樹 深 川 ペット用品小売・卸売業
ハヤシダ 林　 田　 耕　 一 真 亀 ビルメンテナンス業
大前工務店 大　 前　 重　 典 口 田 左官工事
小路八千代 深 川 不動産貸付
町野京子 深 川 不動産貸付
中村秀樹 深 川 左官業
波志弘之 口 田 大工
山県自動車商会 山　 縣　 昭　 二 白 木 自動車整備・販売
㈱ニトロ 兼　 清　 高　 志 落 合 東 管工事業（空調設備）
Ｎ’ｓ　ｃｏｍｐａｎｙ 中　 本　　　 翔 口 田 東 内装業
ロンド・ベル 渡　 邊　 健 太 郎 口 田 古物商（古本・CD 等）
司法書士　沖野事務所 沖　 野　 智　 裕 口 田 東 司法書士
河野順子 落 合 特別会員
フジサービス 瀬　 戸　 富 士 雄 深 川 管工事業（空調設備）
㈱昇和建設 佐　 伯　 文　 乃 深 川 総合建設業
松原敏治 倉 掛 内装業
谷口　泉 小 河 原 不動産貸付
桑谷測量事務所 桑　 谷　 哲　 司 落 合 東 測量・設計
吉本みつこ 落 合 東 不動産賃貸業
今西労務管理事務所 今　 西　　　 彰 落 合 東 社会保険労務士
㈲ＢＣＭ 松　 岡　 徹　 哉 地 区 外 自動二輪車販売・整備
㈱ UNI-VERSE 牧　 野　 裕　 介 深 川 広告業
㈱ネオビルド 畠　 田　 延　 志 口 田 建設業
ｖｉｌｌａｇｅ１ 上　 本　 節　 子 口 田 東 飲食店

新入会員紹介　（入会期間　２７年３月２７日～２７年６月１４日）

インフォメーションインフォメーション 今年度行事予定

1. 日本政策金融公庫一日公庫
 　平成 27 年 7 月 17 日（金）　10:00 〜 16:00　
　 高陽町商工会 事務室

2. 一日無料個別法律相談会
　 平成 27 年 7 月 24 日（金）　10:30 〜 16:00　
　 高陽町商工会 事務室
　  			   　
3. こうよう絆まつり
　 平成 27 年 7 月 25 日（土） 　9:30 〜 17:30　
　 フジグラン高陽 ふれあい広場
 　 			   　
4. 青年部・女性部交流会
　 平成 27 年 7 月 30 日（木）　19:00 〜 21:00　
　 高陽町商工会館 2 階ﾎｰﾙ
  			 
5. 産直市
　 平成 27 年 11 月 3 日（火）　10:00 〜 15:30　
　 フジグラン高陽 ふれあい広場
  　			   　
6. 会員親睦日帰り旅行
　 平成 27 年 11 月 15 日（日）
　 「花燃ゆ」ゆかりの地　萩・長門を巡る旅
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ご入会ありがとうござい
ます。おかげ様で新しい仲間が増えました !!

◆加入資格　　
　当商工会の地区内（旧高陽町 ･ 白木町）において、営業所、事務所、工場又は
   事業場を有する商工業者の方。
◆加入金及び年会費
　加入金　　10,000 円
　年会費　　個人事業者 11,000 円　　法人事業者 13,000 円
　　　　　   特別会員（種類により会費額が異なります。詳細は商工会へお問い合わせ下さい。）
　　　　　    ※ 尚、加入月により減免制度あり。
◆ご紹介方法
　お知り合いの方に入会についてお声掛頂き加入申込書にご記入の上、FAX 又は TEL にてご連絡
　お願いします。　
　（加入申込書は商工会事務局に準備しています。）
　商工会入会メリット、お役に立てる事業案内を準備していますのでご利用下さい。
　（必要時は商工会事務局へお申し付け下さい。）
　※ 入会については役員会承認後ご本人に承諾書を送付し加入金及び会費を納入された時点で正式
　　 加入となります。

高陽町商工会　事務局
♥本　　所　　安佐北区深川５丁目 21-21　　TEL:842-0186　　FAX：845-0939
♥白木支所　　安佐北区白木町秋山 2391-4　 TEL:828-0703　　FAX：828-1764

お知り合いの方を
　　　ご紹介ください !!

事 務 局 員 紹 介 

補助員（白木支所） 
中 野 政 恵

記帳指導員 
佐 藤 美 幸

記帳指導員 
石 田 夫知永

補助員 
永 田 八千代

記帳指導員 
平 田 智 子

記帳指導員 （白木支所）
上 田 良 子

事務局長
増 田 隆 文
狩留家地区担当

課長 経営指導員  
山 﨑 祐 輔
倉掛・亀崎
口田東地区担当

経営指導員  
田 窪      尊
落合・口田
上深川地区担当

経営指導員 
大 上 恵 子
真亀・落合東
深川地区担当

経営指導員 
熊 谷 典 行
白木・小河原
　　　地区担当



会長　大下　秀明
編集責任　広報委員会（委員長 石飛 太士）

第84号


